
 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月１６日（土）の西根小学校大運動会がいよいよ間近になりました。 

今年のスローガンは、「協力・全力・心を一つに きそいあえる 運動会」です。 

さて、今週も、暑い日が続いております。運動会に向 

けた暑さ対策として、市教委の「熱中症対応ガイドライ 

ン」に基づき、「暑さ指数」を基準に活動の可否を判断し 

ています。運動会当日の天気予報では、気温が３０度を 

超える予測が多く、無理はできないと考えています。 

本日配布の「運動会競技プログラムについて」のとお 

り、体育館で実施する競技等もあり、ご来賓や保護者の 

参観スペースの十分な確保はできないと思います。児童 

の暑さ対策を重視し、ご容赦ください。また、子供たち 

の当日までの体調管理や持ち物等、保護者の皆様にはお 

力添えくださるようよろしくお願いいたします。 
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令和５年９月１３日 

「刻歩極頂」（こくほきょくちょう） 一歩一歩の歩みを大切に 頂上にたどり着く 
長井市初代名誉市民 孫田 秀春 博士 揮毫 



 

 

 

８月３０日（水）の全校集会で、２学期 

学級委員を任命しました。「ありがとうご

ざいます」などと一言添えて、しっかりと

任命書を受け取ることができました。 

みんなと力を合わせながら、存分に力を

発揮してほしいと思います。 

 

 

 

 

 ８月３１日（水）、第２回学校運営協議会（兼）第２回地域教育協議会が西根小学校研修室で行われ、

たいへん貴重なご意見をいただきました。誠にありがとうございました。ご紹介いたします。 

〇 西根の子供につけたい力について（熟議） 

・ 市の将来構想にもあったが、これからはコミュニケーション能力が大切になってくるとの話であ

った。これからの社会、英語力、ネットリテラシー、金融教育、人権教育、チャットＧＰＴなど、

多岐に及ぶ。これらを学校だけでするのは難しい。外部講師を積極的に活用していきたい。動け

る所から動くのであれば、まず西根地区に人材を求めて活動していきたい。市もバックアップす

るという。幼児においても、コミュニケーション能力を伸ばしていきたい。本日の授業でも主体

的に学習を進めている様子が見られた。主体的と言っても子供に任せきりでは、レベルが下がり

気味。声がけ励ましが大切になってくる。 

・ 他人への関心がなくて、どのポジションにいるか分からないのではないか。序列がなくなってき

ているので、勝つ喜びや、努力が報われるなどの感覚がなくなってきているのではないか。自分

のよさを伸ばせるようにしていきたい。西根地区は、外から見ればコミュニケーションがとれて

いると見えるけど、内から見るとそうでもない部分がある。 

・ 学校経営に載っているようなつけたい力を育てるために、今、学校でどんな取り組みをして現状

がどうなのか、どういった支援が必要か分からない。２月まで明確にして。学校のどういうとこ

ろに地域が入れるのか、地域でどういう活動がなされているのかを見える化していきたい。 

・ 周辺の学校に比べて、違いはあるのだろうか。西根の力を結集していきたい。学校運営協議会の

力をお借りしたい。３回目も議論していきたい。 

〇 その他にいただいたご意見から 

・ 学校運営協議会においては、学校からの課題があり、その課題に対して地区で何をどのようにし

ていったらよいのかという話をしてはどうか。丸付け、技師さんが手に負えない草刈り、地域の

協力を得てみてはどうか。人材バンク等、地域で登録してもらったり、学校外部（学校後援会な

ど）で事務局を作ったりするなど、スクールコミュニティという点から考えていきたい。 

・ かけっこクリニックには９人参加した。その内、西根の子が８人であった。参加している子供は

前向きで意欲もあって、よく活動している。ワクワク学習会では、参加児童も多く、中学生が小

学生に教えるなど、いい会になっている。 

・ 安全パトロール隊は、交通安全、あいさつ、防犯という面で活動していただいているが、犯罪の

抑止力という点からも有効だと考える。なにより学校と家庭が一番、地域は守り切れないところ

をバックアップしていきたい。 
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